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論 文 の 内 容 の 要 旨

ユーカリから様々なフ'ロログルシノール関連化合物が報告されている.それらの中
には,マクロカルパール類,ユーグロバール類,シデロキシロンおよぴロブスタジアー

ルがあり,これらはユーカリ中に特異的に含まれる幅広い生理活性を有する化合物群で

ある･そこで,著者は数種のユーカリの葉のメタノール抽出物についてムラサキイガイ
(砂仙5edu血朗〟叩m血由J血)に対する付着忌避活性を測定し,その中から強い活性

を示したアンプリフォリア種,グランデイス種およびグロブラス種を選び研究を進めた.

まず,グランデイス種の菓のメタノール抽出物から主要な活性物質としてシデロキ

シロナールAを単離した･この化合物は,現在までに発見されている付着忌避物質の中

で最も強い活性【基準となる硫酸銅の15倍(ユニット1560)】であった.さらに,ク

ロロホルム画分からグランデイナールと命名した新規フロログルシノールニ量休を単離

した･グランデイナールはスペクトルおよぴクロマトの挙動から互変異性体の混合物で

あることが分かった.グランデイナールの忌避活性は硫酸銅と同程度(ユニット100)

で,シデロキシロナールAとの活性の違いは,キノイド構造を持つことが原因と考えら

れた･次に,アンプリフォリア種の菓のメタノール抽出物のクロロホルム画分の探索に

よって,マクロカルバールam-1と命名した新規マクロカルパールと3種の既知のマク

ロカルパールA,BおよぴEを単離した.マクロカルパールam-1は,イソペンチルフ

ロログルシノールと1,10一セコアロマデンドランが結合した化合物で,フロログルシノー

ルと5員環と3月環をそれぞれ1つ有するユニークな化合物である.2つのマクロカル
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パールHとKをグロプラス種から単離した.これらのマクロカルパール類はムラサキイ

ガイに対して硫酸銅の1～3倍(ユニット100～300)を示した.さらに,グランデイス

種からフロログルシノールとγ-テルビネンの結合した2つの新規ユーグロバールG6

およびG7を単離した.これらは強い付着忌避活性を示さなかった.得られた化合物の

構造と付着忌避活性の関係を明らかにするため;いくつかのフロログルシノール化合物

を合成した.合成化合物中で,ジイソブタノイルフロログルシノールニ水和物が硫酸銅

の5倍(ユニット500)の強い付着忌避活性を示した.次に,グランデイノールとイソ

ペンチニル化合物から2種のグランデイナール関連化合物を,生合成を模した立体特

異的合成(DDQ存在下でのDiels-juder反応)によって達成した.

以上の研究をまとめると,ユーカリの薫から5種の新規フロログルシノール化合物

と5種の既知化合物を単離した.また,生合成を模した方法で2種のグランデイナール

関連化合物を合成し,単離した化合物と合成化合物を用いてそれらの構造と付着忌避活

性の関係を議論した.今回得られた化合物および合成した化合物のいくつかは忌避活性
が硫酸銅よりも高く,防汚物質としての利用の可能性が示唆された.

審 査 結 果 の 要 旨

平成10年1月27日(火)に静岡大学農学部において,審査員を含む関連教官,

学生の出席のもと,InderPalSingh氏の博士論文の公開発表会が行われ,引き浣き質疑

応答が行われた.

InderPalSinBh氏の博士論文は,ユーカリ中に特異的に含まれる幅広い生理活性を

有する化合物群であるフロログルシノール関連化合物に注目し,数種のユーカリの葉の

メタノール抽出物についてムラサキイガイ(砂甜u5edu通園〟叩m血c由上めに対する付

着忌避活性を測定し,その中から強い活性を示したアンプリフォリア種,グランデイス

種およぴグロプラス種を選び研究を進め,5種の新規フロログルシノール化合物と5種

の既知化合物を単離し,さらに関連化合物を合成し,構造と活性の関係を議論したもの
である.

まず,グランデイス種の薫から主要な活性物質としてシデロキシロナールAを単離

した.シデロキシロナールAは,現在までに発見されている付着忌避物質の中で最も強

い活性【基準となる硫酸銅の15倍(ユニット1560)】を示し.た.さらに,グランデイ

ナールと命名した新規フロログルシノールニ主体を単離した.グランデイナールはスペ

クトルおよぴクロマトの挙動から互変異性体の混合物であることが分かった.グランデイ

ナールの忌避活性は硫酸銅と同程度(ユニット100)であった.シデロキシロナールA

との活性の違いは･キノイド構造を持つことが原因と考えられた･次に,アンプ▲リフォ

リア種の薬のメタノール抽出物のクロロホルム画分の探索によって,マクロカル六-ル

am-1と命名した新規マクロカルパールと3種の既知のマクロカルバールA,Bおよぴ

Eを単離した･マクロカルパールam-1は,イソペンチルフロログルシノールと1,10-セ

コアロマデンドランが結合した化合物である.この化合物は,フロログルシノールと5
員環と3貞環をそれぞれ1つ有するユニークな化合物である.2つのマクロカルパール

HとKをグロブラス撞から単離した.これらマクロカル′ミール類はムラサキイガイに対

して硫酸銅の1～3倍(ユニット100～300)を示した.さらに,グランデイス撞からフ

ロログルシノールとγ-テルビネンの結合した2つの新規ユーグロバールG6およぴG

7を単離した.これらは強い付着忌避活性を示さなかった.

以上得られた化合物の構造と付着忌避活性の関係を明らかにするため,さらに,い
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くつかのフロログルシノール化合物を合成した.合成化合物中で,ジイソブタノイルフ

ロログルシノールニ水和物が硫酸銅の5倍(ユニット500)の強い付着忌避活性を示し

た.次に,グランデイノールとイソベンチニル化合物から2種のグランデイナール関連

化合物を,生合成を模した立体特異的合成(DDQ存在下でのDiels-juder反応)によっ

て達成した.今回得られた化合物および合成した化合物のいくつかは忌避活性が硫酸銅

よりも高く,防汚物質としての利用の可能性が示唆された.

以上について,審査委鼻全点一致で本論分が岐阜大学大学院連合鹿学研究科の学位
論文として十分価値あるものと認めた.
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